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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
み
な
さ
ん
と
ご
一
緒
に
、
就
学
援
助
の
改
善
・
充
実
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
や
認
可
保
育
園
の
増
設
、
学
校
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
検
討
、
国
民
健
康
保
険
料
や
介
護
保
険
料

の
負
担
抑
制
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
な
ど
、
区
民
要
望

を
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
も
医
療
や
介
護
、
子
育
て
な
ど
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
江
東
区
政
が
、
区
民
の
暮
ら
し
を
守
る
防
波
堤
の
役

割
を
果
た
す
よ
う
力
を
尽
く
し
ま
す
。

ま
た
、
消
費
税
増
税
や
憲
法
9
条
改
悪
な
ど
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

る
た
め
、
み
な
さ
ん
と
ご
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。

日日本本国国民民はは、、正正当当にに選選挙挙さされれたた国国会会ににおおけけるる代代表表者者をを通通じじ
てて行行動動しし、、わわれれららととわわれれららのの子子孫孫ののたためめにに、、諸諸国国民民ととのの協協和和
にによよるる成成果果とと、、わわがが国国全全土土ににわわたたつつてて自自由由ののももたたららすす恵恵沢沢をを
確確保保しし、、政政府府のの行行為為にによよつつてて再再びび戦戦争争のの惨惨禍禍がが起起るるここととののなな
いいややううににすするるここととをを決決意意しし、、ここここにに主主権権がが国国民民にに存存すするるこことと

をを宣宣言言しし、、ここのの憲憲法法をを確確定定すするる。。
（（略略））

日日本本国国民民はは、、恒恒久久のの平平和和をを念念願願しし、、人人間間
相相互互のの関関係係をを支支配配すするる崇崇高高なな理理想想をを深深くく
自自覚覚すするるののででああつつてて、、平平和和をを愛愛すするる諸諸国国民民
のの公公正正とと信信義義にに信信頼頼ししてて、、わわれれららのの安安全全とと
生生存存をを保保持持ししよよううとと決決意意ししたた。。 わわれれららはは、、
平平和和をを維維持持しし、、専専制制とと隷隷従従、、圧圧迫迫とと偏偏狭狭をを
地地上上かからら永永遠遠にに除除去去ししよよううとと努努めめててゐゐるる
国国際際社社会会ににおおいいてて、、名名誉誉ああるる地地位位をを占占めめたた
いいとと思思ふふ。。

（（略略））
日日本本国国民民はは、、国国家家のの名名誉誉ににかかけけ、、全全力力ををああ
げげててここのの崇崇高高なな理理想想とと目目的的をを達達成成すするるここ
ととをを誓誓ふふ。。

安
倍
自
公

政
権
は
今
年

10
月
に
消
費

税
率
を
10
％

に
す
る
と
宣

言
し
た
。
し

か
し
、
区
内

の
商
店
主
は
「
景
気
が
悪

い
な
か
、
増
税
な
ど
と
ん

で
も
な
い
」
と
怒
る
▼
政

府
は
、
社
会
保
障
の
た
め

と
い
う
が
、
受
け
と
る
年

金
は
減
り
続
け
、
医
療
・

介
護
の
負
担
は
重
く
な
る

ば
か
り
。
今
後
も
後
期
高

齢
者
の
医
療
費
負
担
引
き

上
げ
、
児
童
手
当
の
所
得

制
限
強
化
な
ど
改
悪
計
画

が
目
白
押
し
▼
消
費
税
収

は
導
入
後
30
年
で
合
計
3

7
2
兆
円
に
上
る
が
、
一

方
、
法
人
税
は
2
9
1
兆

円
も
減
税
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
軍
事
費
も
増
や
さ
れ

続
け
、
さ
ら
に
1
機
百
億

円
も
す
る
戦
闘
機
購
入
に

1
兆
円
も
つ
ぎ
込
む
な
ど

軍
備
増
強
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
社
会
保
障
が
良
く

な
る
は
ず
が
な
い
▼
弱
い

者
い
じ
め
の
消
費
税
を
社

会
保
障
の
財
源
と
す
る
こ

と
自
体
本
末
転
倒
。
大
企

業
に
対
す
る
優
遇
税
制
の

見
直
し
や
能
力
に
応
じ
た

税
負
担
、
軍
事
費
な
ど
無

駄
遣
い
を
見
直
せ
ば
社
会

保
障
の
財
源
は
作
れ
る
▼

統
一
地
方
選
挙
と
参
院
選

挙
で
日
本
共
産
党
を
前
進

さ
せ
、
野
党
共
闘
の
勝
利

で
明
る
い
見
通
し
が
ひ
ら

け
る
年
と
し
た
い
。

謹
賀
新
年

二
〇
一
九
年
一
月

日
本
共
産
党
江
東
区
議
団

日本国憲法前文

世界の子どもの平和像
（戦災資料センター）

日本国民は、正当に選挙された国会における代表者を通じて行動
し、われらとわれらの子孫のために、諸国民との協和による成果と、
わが国全土にわたつて自由のもたらす恵沢を確保し、政府の行為に
よつて再び戦争の惨禍が起ることのないやうにすることを決意し、
ここに主権が国民に存することを宣言し、この憲法を確定する。
（略）
日本国民は、恒久の平和を念願し、人間相互の関係を支配する崇高

な理想を深く自覚するのであつて、平和を愛する諸国民の公正と信
義に信頼して、われらの安全と生存を保持しようと決意した。われら
は、平和を維持し、専制と隷従、圧迫と偏狭を地上から永遠に除去し
ようと努めてゐる国際社会において、名誉ある地位を占めたいと思
ふ。
（略）

日本国民は、国家の名誉にかけ、全力をあげてこの崇高な理想と目的
を達成することを誓ふ。
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予
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編
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来
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障
害
者
支
援

障
害
者
支
援

障障
害害
者者
支支
援援

憲
法
と
平
和

憲
法
と
平
和

憲憲
法法
とと
平平
和和

議
会
日
程

安
倍
政
権
に
よ
る
消
費
税

増
税
や
社
会
保
障
の
削
減
の

も
と
で
、
「
年
金
が
減
ら
さ

れ
、
こ
れ
以
上
ど
こ
を
削
れ

ば
い
い
の
か
」
「
売
り
上
げ

が
減
っ
て
商
売
が
続
け
ら
れ

な
い
」
な
ど
悲
痛
な
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。

正
保
議
員
は
、
「
自
治
体

の
仕
事
は
住
民
福
祉
の
向
上

に
あ
る
」
と
し
、
「
暮
ら
し

と
福
祉
を
守
る
た
め
に
は
、

国
の
悪
政
に
追
随
せ
ず
も
の

を
い
う
べ
き
だ
」
と
た
だ
し

ま
し
た
。

区
長
は
「
景
気
回
復
が
続

い
て
い
る
」
「
消
費
税
は
社

会
保
障
の
た
め
」
と
答
弁
。

正
保
議
員
は
、
区
政
が
く

ら
し
の
防
波
堤
の
役
割
を
果

た
す
べ
き
だ
と
強
調
。

来
年
度
予
算
編
成
に
あ
た

っ
て
、
高
す
ぎ
る
国
保
料
の

引
き
下
げ
、
重
度
介
護
手
当

の
創
設
、
子
ど
も
の
給
食
費

・
教
材
費
等
の
負
担
軽
減
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
な
ど

振
興
予
算
の
増
額
、
公
立
保

育
所
・
特
養
ホ
ー
ム
・
障
害

者
施
設
の
整
備
を
要
求
。

区
は
、
こ
の
4
年
間
だ
け

で
も
3
4
4
億
円
も
基
金

（
貯
金
）
に
積
み
増
し
し
、

基
金
残
高
が
過
去
最
高
の
1

2
3
1
億
円
に
増
大
さ
せ
て

い
る
と
指
摘
。
「
『
た
め
込

み
加
速
型
』
か
ら
、
区
民
の

暮
ら
し
応
援
へ
切
り
替
え
れ

ば
、
予
算
の
確
保
は
十
分
可

能
だ
」
と
迫
り
ま
し
た
。

山
﨑
区
長
は
「
た
め
込
み

と
い
う
認
識
は
な
い
」
「
引

き
下
げ
や
創
設
、
負
担
軽
減

を
行
う
考
え
は
な
い
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

国
の
報
酬
改
定
に
よ
っ

て
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
作

業
所
で
は
工
賃
を
稼
げ
る
こ

と
が
高
い
評
価
と
な
り
、
障

害
の
重
い
人
や
安
定
し
て
働

く
こ
と
が
困
難
な
人
が
福
祉

的
就
労
か
ら
選
別
・
排
除
さ

れ
か
ね
な
い
こ
と
や
、
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

で
も
大
幅
減
収
で
事
業
継
続

が
深
刻
だ
と
告
発
。
実
態
把

握
と
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

区
は
「
実
施
す
る
考
え
は

な
い
」
と
拒
否
。
正
保
議
員

は
「
な
ぜ
現
場
の
声
を
聞
こ

う
と
し
な
い
の
か
」
と
迫
り

ま
し
た
。

正
保
議
員
は
、
安
倍
政
権

が
進
め
る
改
憲
案
に
つ
い

て
、
「
憲
法
に
自
衛
隊
を
明

記
す
れ
ば
、
戦
力
不
保
持
の

9
条
2
項
が
空
文
化
し
、
海

外
で
の
武
力
行
使
が
無
制
限

と
な
る
」
と
し
、
憲
法
を
尊

重
・
擁
護
す
る
立
場
で
、
安

倍
政
権
に
よ
る
9
条
改
憲
に

反
対
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。区

は
「
政
府
及
び
国
会
の

動
向
を
見
守
っ
て
い
く
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

災
害
の
危
険
か
ら
命
を
守

る
た
め
に
は
情
報
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
共
産
党
区
議
団
は

こ
れ
ま
で
海
抜
表
示
の
設
置

や
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
全
戸
配
布
を
繰
り
返
し
求

め
て
き
ま
し
た
。

区
は
こ
れ
ま
で
、
住
民
の

不
安
を
煽
る
と
拒
ん
で
き
ま

し
た
が
、
今
回
の
質
問
に
、

「
次
年
度
に
海
抜
表
示
を
検

討
す
る
」
と
答
弁
を
し
ま
し

た
。ま

た
、
地
震
に
よ
る
ブ
ロ

ッ
ク
塀
倒
壊
対
策
に
つ
い

て
、
民
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
で

も
補
助
を
出
す
よ
う
求
め
ま

し
た
。

区
は
「
都
補
助
制
度
の
活

用
を
検
討
す
る
」
と
答
え
ま

し
た
。

子
ど
も
に
豊
か
な

放
課
後
保
障
を

現
在
、
区
内
全
小
学
校
に

き
っ
ず
ク
ラ
ブ
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
が
、
専
用
室
の
確
保

も
で
き
な
い
ク
ラ
ブ
が
あ

り
、
職
員
の
体
制
も
不
十
分

で
す
。

山
本
議
員
は
、
子
ど
も
の

放
課
後
施
設
の
確
保
、
職
員

の
増
配
置
を
求
め
ま
し
た
。

父
母
が
運
営
す
る
私
立
学

童
は
、
費
用
負
担
が
区
立
学

童
の
3
倍
で
、
毎
月
1
万
5

千
円
も
か
か
る
こ
と
を
示

し
、
国
の
補
助
を
活
用
し
、

負
担
軽
減
と
職
員
の
処
遇
改

善
を
求
め
ま
し
た
。
2
年
前

か
ら
陳
情
も
出
さ
れ
検
討
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
も
変

わ
ら
ず
「
検
討
す
る
」
と
誠

意
の
な
い
の
答
弁
で
し
た
。

国
は
、
放
課
後
事
業
に
つ

い
て
待
機
児
を
理
由
に
、
無

資
格
者
一
人
で
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
の
保
育
を
す
る
こ

と
も
可
能
と
す
る
基
準
緩
和

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

山
本
議
員
は
、
保
育
の
質

の
確
保
は
、
子
ど
も
の
命
と

安
全
を
守
る
こ
と
そ
の
も
の

だ
と
、
保
育
基
準
を
守
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

学
校
体
育
館
の

ト
イ
レ
洋
式
化

区
内
に
は
災
害
時
に
避
難

所
と
な
る
体
育
館
の
ト
イ
レ

が
、
洋
式
化
さ
れ
て
い
な
い

学
校
が
ま
だ
あ
り
ま
す
。
早

急
に
改
善
を
行
う
よ
う
、
区

に
対
し
期
限
を
定
め
た
計
画

の
策
定
を
求
め
ま
し
た
。

7
人
に
1
人
の
子
ど
も
が

貧
困
状
態
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
教
育
費
の
保
護
者
負

担
軽
減
の
た
め
、
給
食
費
無

償
化
、
中
学
生
の
3
割
が
利

用
し
て
い
る
就
学
援
助
の
拡

充
、
給
付
型
奨
学
金
の
創
設

を
求
め
ま
し
た
。

正保みきお議員

山本 真議員

2
／
8

請
願
陳
情
締
切

19

本
会
議

21

予
算
審
査

〜

3
／
14

企
画
総
務
委
員
会

5
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員
会
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民
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境
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会

文
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委
員
会

7
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会
運
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委
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会

8

本
会
議
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清
掃
港
湾
・
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対
策
特
別
委
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オ
リ
・
パ
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対
策

特
別
委

13

防
災
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ま
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く
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対
策
特
別
委
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医
療
・
介
護
保
険

制
度
特
別
委

19

本
会
議

第4回定例議会
本会議質問

く
ら
し
・
福
祉
守
る

防
波
堤
の
役
割
を
！

く
ら
し
・
福
祉
守
る

防
波
堤
の
役
割
を
！

の充充実実へ全全力力
ため込んだ基金を活用して区民の暮らしの願い実現を

教育教育

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

全
戸
配
布
を

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

全
戸
配
布
を

子育
て

子育
て

福祉福祉くら
し

くら
し
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共
産
党
区
議
団
は
、
11
月

6
日
、
山
﨑
区
長
に
対
し
2

0
1
9
年
度
予
算
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。
要
望
書
は

区
内
各
界
・
団
体
と
の
懇
談

会
や
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
相

談
会
等
で
寄
せ
ら
れ
た
切
実

な
要
望
を
ま
と
め
て
き
た
も

の
で
す
。

要
請
項
目
は
、
国
保
・
介

護
保
険
料
の
引
き
下
げ
、
学

校
給
食
費
・
教
材
費
等
の
負

担
軽
減
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
、
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン

設
置
な
ど
4
3
8
項
目
に
及

び
ま
す
。

区
議
団
が
実
施
し
た
区
民

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
暮
ら
し

が
苦
し
く
な
っ
た
」
と
の
回

答
が
6
割
を
超
え
て
い
ま
す

が
、
区
は
た
め
込
み
を
加
速

さ
せ
、
4
年
間
で
3
4
4
億

円
増
や
し
、
総
額
は
1
2
3

1
億
円
に
な
り
ま
す
。
基
金

の
一
部
を
活
用
し
、
区
民
の

暮
ら
し
第
一
の
予
算
編
成
と

な
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

山
﨑
区
長
は
「
全
小
中
学

校
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て

い
き
た
い
」
と
表
明
し
ま
し

た
。改改

憲憲
ＳＳ
ＴＴ
ＯＯ
ＰＰ

増増
税税
ＮＮ
ＯＯ

江江
東東
区区
民民
集集
会会

憲
法
9
条
守
れ
！
消
費
税

10
％
増
税
ヤ
メ
ロ
！
11
・
27

区
民
集
会
が
、
猿
江
公
園
で

行
わ
れ
、
区
内
業
者
団
体
や

住
民
団
体
が
参
加
し
ま
し

た
。区

議
団
を
代
表
し
、
山
本

真
議
員
は
「
区
民
生
活
を
守

る
た
め
に
政
治
を
変
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
連
帯
の
あ

い
さ
つ
。

そ
の
後
、
亀
戸
ま
で
ラ
ッ

プ
調
の
コ
ー
ル
で
行
進
し
ま

し
た
。

●公有地活用などで認可保育園を増設（5
年間で37園）

●亀戸と有明地域に子ども家庭支援センタ
ー増設に

●区議団の条例提案をきっかけに就学援助
の入学準備金8月支給を3月支給に改
善、支給額も倍額に

●学校現場の要望を取り上げ、学校トイレ
の洋式化を促進

●小中学校の全教室にエアコン設置。学校
体育館も検討に

●国保料の値上げ幅を年額3万円減額
●介護保険料の値上げ幅を月額で500円減
額
●塩浜地区に公有地活用の特養ホーム新
設。さらに、首都高用地にも特養ホーム
新設に
●障害者放課後デイサービスを南部地域に
増設し、家賃助成も実施に
●障害者の移動支援の対象と時間を拡充
●多子世帯の国保均等割保険料・年額5万
1千円を減免する条例改正を議員提案
（子ども2人目以降を全額免除）

●区議団の提案で始まった耐震改修助成
•木造住宅の上限100万円を150万円に
•マンション1棟1千万円を2千万円に拡
充

●小中学校に続き、保育園など全公共施設
も耐震化完了

●住民参加・住民合意のまちづくりを一貫
して提案

•仙台堀川公園改修計画に住民意見を反映

●商店街の店舗改修助成を実施
（生鮮3品の店舗に上限200万円補助）
区内全商店を対象にすることを提案
●商店街の空き店舗活用に家賃補助
（家賃の3/1補助、上限5万円）
●小規模企業特別融資の利子補助引き上げ
（金利負担1．9%を1．2%に）
●商店街装飾灯の電気代補助を増額
●地域経済を元気にする住宅リフォーム助
成制度を提案

高すぎる国民健康保険料を、中小企業の労
働者が加入する「協会けんぽ」並みに引き下げ
る改革案を発表しています。

政策の主な柱
①全国知事会も強く要望している、1兆円規模の公費を投入。
②「人頭税」と同じで国保にしかない「均等割」「世帯割」保険料を廃
止し、協会けんぽ並みの保険料に引き下げる。（下の表参照）

③国による免除制度をつくり、困った時や困っている人を助ける。
④無慈悲な保険証取り上げや強権的な保険料の差押えをやめる。

第
4
回
定
例
会
で
は
、
共

産
党
区
議
団
が
提
案
し
た

「
妊
婦
加
算
の
見
直
し
を
求

め
る
意
見
書
」
案
を
含
め
計

5
本
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
が
今
年
4
月

か
ら
導
入
し
た
妊
婦
加
算
に

つ
い
て
、
「
妊
婦
本
人
に
病

院
窓
口
で
追
加
負
担
を
求
め

る
事
は
少
子
化
対
策
に
逆
行

す
る
」
な
ど
批
判
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

共
産
党
は
、
安
心
し
て
妊

娠
・
出
産
が
で
き
る
環
境
を

整
備
す
べ
き
と
し
て
、
妊
婦

加
算
の
見
直
し
を
求
め
る
意

見
書
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
都
が
臨
海
部

に
カ
ジ
ノ
誘
致
を
検
討
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
依
存
症
や
治
安
の
悪

化
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら

「
カ
ジ
ノ
誘
致
の
検
討
中
止
」

を
求
め
る
意
見
書
を
提
案
し

ま
し
た
。

し
か
し
、他
会
派
か
ら「
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
の
で
誘
致
す
べ
き
」
「
治

安
の
悪
化
は
考
え
ら
れ
な

い
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、

調
整
が
つ
か
ず
提
出
に
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
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区民の暮らし守る区政へ提案力発揮

提言

子育て・教育子育て・教育

防災・
まちづくり
防災・
まちづくり

日本共産党の

医療・介護医療・介護

中小業者・
商店街

中小業者・
商店街

「妊婦加算の見直しを求める」
意見書を採択

く
ら
し
応
援
の

予
算
編
成
を
区
長
へ
４
３
８
項
目
の
要
望
書

区
長
へ
４
３
８
項
目
の
要
望
書

日本共産党提出日本共産党提出

区長に予算要望する区議団

国保料
を

引下げ
る国保料
を

引下げ
る

４２万６千円 ２２万２千円４２万６千円�２２万２千円

１５万５千円 ７万３千円
（今年度の保険料で計算）

１５万５千円�７万３千円
（今年度の保険料で計算）

均等割保険料廃止で大幅軽減均等割保険料廃止で大幅軽減
○給与年収４００万円
（夫婦・子２人・４人家族）
○給与年収４００万円
（夫婦・子２人・４人家族）

○年金収入２８０万円
（夫婦２人）
○年金収入２８０万円
（夫婦２人）
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どんなことでもお気軽にご相談ください

区
議
会
議
員

山

本

真

江
東
区
東
陽
一
―
一
六
―
九

☎
三
六
四
四
―
七
二
九
〇

第
２
木
曜
・
午
後
６
時
半

区
議
会
議
員

そ
え
や
良
夫

江
東
区
東
砂
七
―
一
〇
―
二
四

☎
五
六
八
三
―
八
一
八
五

第
３
金
曜
・
午
後
７
時

区
議
会
議
員

す
が
や
俊
一

江
東
区
大
島
五
―
四
八
―
一
〇

☎
三
六
八
三
―
〇
七
四
五

第
４
木
曜
・
午
後
６
時

区
議
会
議
員

正
保
み
き
お

江
東
区
北
砂
四
―
二
四
―
一

☎
三
六
四
〇
―
四
三
七
六

第
３
木
曜
・
午
後
６
時

あ
い
う
え
お
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